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題
名

と
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名

は
書
か
ず
に
、

◆
か
ら
書
き
始
め
ま
し
ょ

う
。

注
意
す
る
点

①
　
八
行
以
上
、

十
行
以
内
で
書
く
こ
と
。

解
答
用
紙
の
◆
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②
　
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

③
　
一
つ
目
の
段
落
に
は
、

資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。

④
　
二
つ
目
の
段
落
に
は
、

「
ア
：

学
年
ご
と
に
使
え
る
曜
日
を
決
め
る
」
と
「
イ
：

こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
由
に
使
う
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き

か
、

自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
、

理
由
を
書
く
こ
と
。

ア　学年ごとに使える曜日を決める

・月〜金の曜日を、学年ごとにわり当てる

・使う人数がへり、広く安全に使える

イ　これまでどおり自由に使う

・どの学年も、いつでも自由に使える

・使いたい日に、すぐに体育館で遊べる

【資料1】雨の日の休み時間の体育館

でのけが（1か月）

ぶつかっ

て

転ん

で
合計

自由に使った月 12件 5件
17

件

わり当てを試し

た月
4件 3件 7件

※わり当て＝学年ごとに使える曜日を決める方

法

【資料2】雨の日に体育館で遊びたい

人の割合（学年別）

遊びたい人の割合
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78%

低学年

66%

中学年

55%

高学年

問
題わ

た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、

雨
の
日
の
休
み
時
間
に
な
る
と
、

た
く
さ
ん
の
人
が
体
育
館
に
集
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、

人
が
多
す
ぎ
て
思
う

よ
う
に
遊
べ
な
か
っ
た
り
、

ぶ
つ
か
っ
て
け
が
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

代
表
委
員
会
で
、

体
育
館
の
使
い
方
に
つ
い
て
「
ア
：

学
年
ご
と
に
使
え
る
曜
日
を
決
め
る
」
と
「
イ
：

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

だ

れ
で
も
自
由
に
使
う
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、

ど
ち
ら
の
案
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

資
料
を
参
考

に
、

自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

組
　
　
　
番
　
　
名

前
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

休
み
時
間
の
体
育
館
の
使
い
方
を
、

ど
う
決
め
る
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
？

◆
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解答例・指導のポイント 休み時間の体育館の使い方を、どう決めるべきなのだろうか？

解答例１

資料1を見ると、自由に使った月のけがは十七件で、わり当てを試した月の七件より、十件も多いことがわかります。また資料2からは、どの学年も半分以上の人が体育

館で遊びたいと思っていて、混雑しやすいことが読み取れます。

わたしは、アの学年ごとに曜日を決める案がよいと考えます。なぜなら、資料1のように、使う人数をへらすことで、けがを大きく減らすことができるからです。安全

に、のびのびと遊べることを、いちばん大切にすべきだと思います。

解答例２

資料2を見ると、体育館で遊びたい人の割合は、高学年で五割ほどと、学年によって差があることがわかります。資料1では、わり当てをするとけがはへりますが、自由

に使った月も、多くの人が体育館を利用できていたと考えられます。

わたしは、イのこれまでどおり自由に使う案がよいと考えます。曜日を決めてしまうと、遊びたい日に体育館が使えない人が出てしまうからです。走らない、ゆずり合

うなどのルールを決めれば、自由なままでも、けがはへらせると思います。

指導のポイント

第一段落は資料の事実。資料1（けが件数の差）と資料2（学年別の割合）の数値を引用できているかを見る。

第二段落は立場＋理由。ア＝安全・けが減、イ＝自由・利用機会、どちらも資料と結びついていれば正解。

形式（八〜十行・二段落・◆）を内容より先に確認する。

School Stock｜学校現場で使える無料の教材・素材集

自分が現場で使うことを念頭においた教材を作成・共有しています。登録不要・無料
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